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論文内容要旨（甲）
論文題名： Distributionof pituitary adenylate cyclase-activating 
























［結果】 RT-PCR法により正常ヒト精巣において PACAPおよび、 3種の
PA CAP受容体の mRNAの発現が確認された。免疫染色により PACAP 
免疫陽性反応は正常精巣の精細管基底膜近傍の精祖細胞と未熟精子細胞
に観察された。しかし成熟精子ではPACAP免疫陽性反応が認められなか
ったことから、精子形成過程において発現したPACAPが精子形成後に消
失する可能性が示唆された。精巣腫蕩においてはセミノーマでは腫湯細胞
の核や細胞質に強い PACAP免疫陽性反応が観察されたのに対し、胎児性
癌では弱い陽性反応のみが認められた。
【結語】 PACAPは、ヒト精巣において精子発生過程の初期の細胞に発現
しており、精巣腫蕩の中では特にセミノーマにおいて強く発現しているこ
とが示された。 PACAPが今後、男性不妊の治療手段のーっとなる可能性
のあることや精巣腫療においてPACAPの発現の差を評価することが病理
組織診断の一助になる可能性が考えられる。
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